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原爆文学

原子爆弾の投下によって生じたさまざまな悲惨な出来事を題材とする文学。

（ブリタニカ国際大百科事典）

原民喜 「夏の花」

大田洋子 「屍の街」

林京子 「祭りの場」
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林京子略年譜

西暦（和暦） 満年齢 主なできごと

1930（昭和5） 1歳
　8月28日　長崎市で生まれる。
　父(三井物産上海支店勤務）
　上海移住。

1945（昭和20） 15歳
  ２月　帰国。県立長崎高等女学校編入。
　5月　三菱兵器大橋工場学徒動員。
　8月　工場勤務中被爆（14歳）。

1951（昭和26） 21歳    結婚。東京、神奈川居住

1953（昭和28） 23歳    長男誕生。

1962（昭和37） 32歳    同人誌「文藝首都」参加。同期同人　中上健次、津島佑子。

1975（昭和50） 45歳
   4月　「祭りの場」第18回群像新人賞
   7月　「祭りの場」第77回芥川賞受賞。

1982（昭和57） 52歳    「核戦争の危機を訴える文学者の声明」署名。

～
 「上海」女流文学賞受賞（1983）
 「三界の家」川端康成文学賞（1984）

1990（平成2） 60歳  「やすらかに今はねむり給え」谷崎潤一郎賞受賞

2005（平成17） 75歳  「林京子全集」全8巻（日本図書センター）＊

2013（平成25） 81歳   4月　「再びルイへ。」（群像）

2017（平成29） 86歳   2月19日　死去。享年86歳。
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「偽の語り部」

⇅

想像は経験に代わりうるか。
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林京子の小説と次世代作家への希望（インタビュー抜粋）

1 ぜひ、外から見て、自由に書いて欲しい。

２ どんな形でも新しい書き手がどんどん出てくることが大切で、
それが伝えていく、忘れないということだと思う。

『戦争へ、文学へ「その後の」の戦争小説論』
陣野俊史（集英社）2011年
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（トランプ大統領）

──この施設は申し分がない……、小さいがすばらしい展示ではないか。ナ
ガサキのこの原爆資料館を、どうだろう……、マンハッタン計画の関連施設
を国立公園にするという計画があっただろう？ わが国でここをそっくり買
い取って、その関連施設のひとつにくわえるのはどうだろうかね。ヒロシマ
の資料館もできればいっしょに買収して、マンハッタン計画を永遠に歴史に
とどめる場所にするのだ。わが国の科学技術の圧倒的な勝利と、核兵器の恐
るべき破壊力を顕彰して……、アメリカの偉大さを他国に誇るのだ……

（原爆資料館長）

わたしはただもう唖然として、そのままぶっ倒れてしまいそうだった。そ
うじゃないのだ、それはちがう、この資料館は核兵器の破壊力を讃えるため
にあるのではない。（中略）ここは核兵器の威力を誇る施設ではない、その
恐ろしさを伝える施設なのだ、アメリカの偉大さを讃える施設でもなく、人
類の未来への警鐘となる施設であって、わたしはその館長なのだ。
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「小説の真実」

「荒唐無稽の物語の現実世界との接点」

⇅
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